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 of Art で開催された



















頻繁に開催されている。こうした傾向を生じさせているその理由については推測によるしかないが、日本国内に関してはおそらく、桃山時代の様々な遺品から看取される華やかさ、 ヨーロッパとの初めての接触によって誕生したエキゾチックな品々、また各地の戦国大名などを通じて比較的認知度が高い時代であり社会や人々への強いアピール力を備えている、といった点がこうした企画の隆盛を む動機なのではないかと思うがどうであろうか。しかしながらその一方で、 展覧会開催数 増加 、その時代・文化やものの理解を深めているとは一概に言い切れないことも確かであろう。たとえば、筆者 近年調査 行なっている南蛮漆器について言えば、定説的な見解がある はいえ、制作された実年代や期間、キリスト教用具制作とキリスト教禁教令との関係、また南蛮漆器と時代・文化との関係を考える上で欠かせない精緻な編年の確立といった基本的な問題点についても いまだ説得力のある説明がされているとは残念ながら言 難い。　
二〇一三年に開催された右記六展のうち、京都大学総合博物館と大分市歴史資料
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ような経緯と経路で日本に渡ったか、またそこでどのような活動を行なったのか、といった点について書物や地図などのスペイン側資料とパネル等で説明し、続いて当時の日本国内の歴史背景や、イエズス会とフラ シスコ会とが宗教的対立関係にあったこ 、スペイン人フランシスコ会宣教師のソテロが東北 王であった伊達政宗との知遇を得 その命により支倉常長と共に慶長遣欧使節団大使として太平洋横断し中米経由でスペインに至ったこと、そしてフェリペ三世と謁見し、さらに一行と共にローマまで至ったこと、などを の挿 、スペイン王室へ日本から贈れたという甲冑や馬具類などで示す。また現地の人々 はなじみが薄いであろう漆について、南蛮漆器などの例示に り紹介していた。　
第Ⅱ章は、本展覧会の主題であるスペイン国内伝世南蛮漆器の紹介である。ここ
ではスペインの南蛮漆器およそ三十数件を、いくつかの観点から展示する。その観点とは、南蛮漆器が現在多く保管されている教会 どの宗教施設にどのような経緯でもたらされたのか、そしてそう た施設で南蛮漆器は うに使われたのか、またスペインに至り使用される中でどのような改変が加えられたのか、 いったものであり、その具体事例として、これらは日本から直接その地にも らされたものばかり はなく、中南米に移住 たスペイン人が故郷に凱旋した際 所蔵品を教会などに寄進した事例が多いこと、日本では一般生活上 器物入れとして理解されいる洋櫃などが、教会で聖餠入 や聖人の遺骨や衣装など 保管箱と ても使われ
ていたこと、書簞笥の上面に鹿角王冠状十字架台を新たに造り付け、これに薄く剝ぎ取った背面や引出しの蒔絵螺鈿装飾を貼り付けた
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ていない。そのため制作年代を探る次善 策としては、ヨーロッパの伝世作を直接確実に指し示していると考えられる最も古い文献の記録年代を下限として推測する間接的な方法に限られる。また南蛮漆器 つ てはこれまでより
0
古い年代記録を持
つ事例に関心が集まる傾向があっ のに対し、これら 太平洋を越えた最初 到達地であるメキシコでの記録などを含むより
0
新しい年代が記録されている。無論これ
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や実際の様子について、日本や世界の地図、地球儀や初期洋風画、南蛮屛風などにより示す。第Ⅱ章は、各地の支配者であった戦国期の武将たちが入手したヨーロッパの文物、あるいはキリスト教信仰、またそ 強い影響を受けて日本で造られた諸器物について 文献、各種図面類や渡来の甲冑といった器物類、ま 多数 南蛮漆器等でその具体的姿を捉える。第Ⅲ章では、慶長十八年
（一六一三）
に伊達政宗の
命を受け、支倉常長らを大使としてフィリッピン、メキシコ経由でスペイン、ローマに渡った慶長遣欧使節の足跡につい 二〇一三年に 記憶遺産に指定された仙台市博物館所蔵の 像やローマ教皇パウロ五世像 加え、スペインやイタリアから借用され フェリペ三世 とそ 甲冑など日欧両者 作品を並置して比較展示するなどにより、使節がヨーロッパで過ごした様子や彼らが持ち帰った品々を示す。第Ⅳ章では、皮肉にも使節 出帆に前後する頃以前に増して強化され、帰国する使節の運命を左右したキリスト教禁止令 について、キリシタン遺物を中心として示す。そしてエピローグで、禁教の結果、歴史からほとんど封印された使節



























的指向を持った展覧会となる傾向があるのに対し 地方館、特 キリシタン大名やキリシタン と所縁がある地域での展覧会ではそうした大名や地域のキリシタン文化と関連付けて展示を構成す ために、地域性をより
0
強く意識した歴史指向の展
覧会となる傾向があるように感じ 。こうした分類に当てはめれば本展は、どちらかと言えば後者のタイプの 覧会である 言え、時代 支配者であった豊臣秀吉や徳川家康、また九州、畿内のキリシタン大名 南蛮 関わりについて紹介するのに加え、伊達政宗はもとより、会津に移封された蒲生氏郷や盛岡藩 南部信直といった人物を取り上げることで、仙台 いう地の博物館が開催す 特別展との企画意義を十二分に発揮している 思われる。また の キリシタン文化やその存在についてもの
0
の展示で示すことは、資料が比較的多く残されている西日本
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